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○高橋 麻美[1]、蓮田 裕一[2]、波江野 勉[2]
[1]帝京大学理工学部バイオサイエンス2年、[2]帝京大学理工学部

シンガポールから始まったWROはカタール大会で13回目を数え、世界大会の課題は益々難易度を高めている。WRO2016では
画像解析技術が必要不可欠であるため、分解能が低いEV3を使用する場合の対策やmyRIO及びKNRによる画像処理方法を解説
している。各種マイコンによる効率的な世界大会ルールの攻略方法を示唆した。

関連画像

情報電子工学科　学会発表

第9回WROロボット教育シンポジウム

Advanced Robotics Challenge の現状と展望

【発表者について】○は発表者


